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＜報告事項１ 別冊＞ 

平成２５年度全国学力・学習状況調査の結果 

～石狩市における調査結果の概要～ 

                                     

この調査結果は、国及び北海道が公表した「平成２５年度全国学力・学習状況調査～調査結果

のポイント」で示された調査結果に基づき、本市の小中学校の状況についての概要を掲載したも

のです。 

 

１．調査の目的 

(１)義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

(２)上記の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

(３)学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

２．調査の対象学年 

  小学校第６学年及び中学校第３学年 

 

３．調査の内容 

 （１）教科に関する調査（国語、算数・数学、） 

 （２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（児童生徒及び学校に対する調査） 

 

４．調査の方式 

   平成 19年度～21年度は全国すべての小中学校を対象として、平成 22年度は、抽出（全国

で約 30％）及び希望利用調査として実施されました。平成 23年度は「東日本大震災」の影

響で全国一斉での実施は見送られ、北海道では、札幌市を除く全ての市町村の希望参加によ

る実施となり、平成 24年度は、平成 22年度同様の形式で実施されました。 

   本年度は、平成 19年度～21年度と同様、全国すべての小中学校を対象として実施されま

した。 

  

 

５．調査実施日 

   平成２５年 ４月２４日（水） 

 

６．調査実施学校数及び児童生徒数 

小学校１３校（市内全校）５６２名   中学校 ８校（市内全校）５３６名 

 

※問題の詳細については、「国立教育政策研究所」のホームページを参照してください。 

「国立教育政策研究所」（http://www.nier.go.jp/12chousakekkahoukoku/index.htm） 



 

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内低　い      …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

ほぼ同様　…　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内相当低い   …　－７ポイント以下の範囲

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

　

　

○

平成２５年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

 ○　国語はＡ・Ｂとも全道と同様で、全国との差も縮まりました。これまでの各学校の取組が、確実
　　　な成果に結びついてきていると考えられます。

 ○　選択肢を選ぶ問題の正答率は高く、全国平均よりも高い設問（２８問中６問）も見られました。

 ●　漢字の読みでは一部成果も見られましたが、漢字の書きでは、まだ、全国との差が見られ課題
       と言えます。

 ●　無解答率は全道と同様で、全国よりもやや高い傾向を示しました。

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

□　国語　領域別正答率比較グラフ　□

相当高い　 …　７ポイント以上の範囲 ほぼ同様…　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内
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全　国（公立） １１．３問/１８問 62.7% ４．９問/１０問 49.4%

全　道（公立） １０．９問/１８問 60.4% ４．６問/１０問 46.4%

□　正答率の状況　□

　国語Ａ（主として「知識」に関する問題） 　国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）

平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率

　【小学校国語】

□　国語科の概要　□
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伝統的な言
語文化と国
語の特質に
関する事項

63.2% 67.0%

45.4% 49.6% 53.5%

学年別漢字配当表に
示されている漢字を
正しく読む

めずらしい植物を採集する

領　域

72.4%

62.9%70.6% 64.9%

出題の趣旨 全道正答率

出題の趣旨 設　　問

スピーチの表現を工
夫する

選手宣誓文の表現の工夫とそ
の効果を説明したものとして
適切なものを選択する

目的に応じて資料を
読み、分かったこと
を的確に書く

「言葉の使い方」に関する資
料を読み取り、年代ごとの割
合から分かることを書く

・目的や意図に応じ、適切な文を選択する設問には全国平均を上回る成果が見られた半面、文章を書
　く設問には課題が見られます。

・これまで同様、目的や意図に応じて、必要となる事柄を整理して簡潔に書く指導の強化が求められ
　ます。そのためには、意味・内容が簡潔明瞭に伝わる、短い一文を書く指導を、日常の教科指導に
　盛り込み、継続する必要があります。

・漢字を正確に読んだり書いたりする力を、さらに定着させる必要があります。そのためには、児童
　の意欲を保ちながら、繰り返し定着状況を確かめる機会を設けるなどの工夫が必要です。

書くこと 19.8% 20.2% 23.4%

文と文の意味のつな
がりを考えながら、
接続語を使って内容
を分けて書く

接続語を使って１文を２文に
分けて書く

72.4%

77.6% 72.6% 71.7%

魚をやく

委員会をもうける

広告を読み、編集の
特徴を捉える

マナーに関する広告を読み、
編集の仕方の特徴をまとめた
ものとして適切なものを選択
する

70.3%

全道正答率 全国正答率石狩市正答率

51.6% 45.2% 45.2%

設　　問 石狩市正答率

　以下に示す内容で、基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題で構成され
ています。
　・学年別漢字配当表に示されている漢字を読んだり書いたりする。
　・ことわざの意味、文の定義、接続語の持つ働きを理解する。
　・目的に応じて資料を読み、分かったことを的確に書く。
　・広告の編集の特徴や俳句の情景を捉える。
　・スピーチの表現を工夫する。
　　設問数は、１８問です。

・「話すこと・聞くこと」の領域は、全道と比べ高く、全国より相当高い傾向を示しています。
・「書くこと」の領域は、全道と比べほぼ同様（上位）で、全国に比べほぼ同様（下位）の傾向を示
　しています。
・「読むこと」の領域は、全道と比べほぼ同様（上位）で、全国と比べてもほぼ同様（上位）の傾向
　を示しています。
・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、全道と同様で、全国に比べほぼ同
　様（下位）の傾向を示しています。

学年別漢字配当表に
示されている漢字を
正しく書く

全国正答率

71.9%
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〈指導の改善にあたって〉
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【課題の見られる設問例】

国語　Ａ（主として「知識」に関する問題）
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【各領域別傾向】

【成果の見られる設問例】
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伝統的な言
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・「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、全道に比べほぼ同様（下位）で、全国
　に比べ低い傾向を示しております。

領　域 出題の趣旨 設　　問 石狩市正答率 全道正答率

・「書くこと」の領域は、全道に比べほぼ同様（下位）で、全国に比べ低い傾向を示しております。

　基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題で構成されています。
　・相手の立場や意図を捉えながら聞き取り、適切で効果的な助言をする。
　・目的に応じ、適切に書き加える。
　・目的や意図に応じて、複数の内容を関係付けながら、自分の考えを具体的に書く。
　・推薦文を比べて読み、推薦している対象や理由、読み方の違いを捉える。
　　設問数は、１０問です。

・「読むこと」の領域は、全道と同様で、全国と比べやや低い傾向を示しております。

・「話すこと・聞くこと」の領域は、全道に比べほぼ同様（上位）で、全国に比べほぼ同様（下位）
　の傾向を示しております。

〈指導の改善にあたって〉

全国正答率

相手の立場や状況を
感じ取って聞く

助言の際に６年生がとった対
応の説明として適切なものを
選択する

２人の推薦文を比べ
て読み、推薦してい
る対象や理由を捉え
る

【本間さんが書いたすいせん
文】において推薦している理
由を書く

79.40%

44.30%

出題の趣旨

教科に関する意識　（質問紙の傾向）

領　域 設　　問 石狩市正答率 全道正答率 全国正答率

国語　Ｂ　（主として「活用」に関する問題）

１
一 76.9%

話すこと
聞くこと

読むこと

【各領域別傾向】

目的や意図に応じ、
必要な内容を適切に
引用して書く

【ずかんの一部】の中から花
火師の苦労が具体的に書かれ
ている内容を引用して書く

17.30%

【成果の見られる設問例】

読むこと

目的や意図に応じ、
必要な内容を適切に
書き加える

「打ち上げ花火の歴史」とい
う見出しに合わせて必要な内
容を書き加える

２人の推薦文を比べ
て読み、読み方の違
いを捉える

２人の推薦文を比べて読み、
それぞれの読み方として適切
なものを選択する

45.40%

・昨年度と比べ、全道・全国との差は縮まってきていますが、「書くこと」と「伝統的な言語文化と
　国語の特質に関する事項」の領域については、今後も引き続き改善の必要があります。

・目的や意図に応じ、資料を的確に読み取り、必要な内容を適切に引用して書く指導の充実が求めら
　れています。

・複数の推薦文について、その違いを明確にしながら読み比べる指導の充実が必要です。

・「国語の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は、昨年度と同様の傾向です。全国57.9％、
　全道57.5％に対して石狩市は59.0％で、それぞれ全国比1.15％、全道比1.5％高い結果となって
　います。

・「国語の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は、昨年度より増加しています。
　全国91.0％、全道90.8％に対して、石狩市は94.1％で、それぞれ全国比3.1％、全道比3.3％
　高い結果となっています。

・「国語の授業内容はよく分かりますか」に対する肯定的な回答は、昨年度より減少しています。
　全国79.9％、全道78.8％に対して石狩市は78.2％と、全国比1.7％、全道比0.6％とそれぞれに
　低い結果となりました。

78.8%

26.2%

３
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22.0%

41.9% 44.6%

60.9% 63.8%

48.8%

２
二

58.20%

51.9%
３
二

【課題の見られる設問例】
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ほぼ同様　…　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内相当低い   …　－７ポイント以下の範囲

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

　

　

　

相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内低　い      …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

相
当
低
い

石狩市　：　○
全　国　：　☆

ほぼ同様…　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

□　算数　領域別正答率比較グラフ　□
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　【小学校算数】

低
　
い

７．０問/１３問 54.0%

全道との比較

相
当
高
い

高
　
い

や
や
高
い

　算数Ａ（主として「知識」に関する問題） 　算数Ｂ（主として「活用」に関する問題）

平均正答率平均正答率 平均正答数

77.2% ７．６問/１３問 58.4%

１４．２問/１９問

ほ
ぼ
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74.9%
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☆ ○

全　道（公立）
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同
　
様

ほ
ぼ
同
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（
下
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）

全  国（公立）

や
や
低
い

低
　
い

相
当
高
い

●　示された平均を求める式から、その計算の結果が何を求めているのか筋道を立てて表現するこ
　　　とに課題があります。

○　無解答率については、Ａ問題では、全国（1.7％）と同様で、全道（1.9％）より若干少な目でした。
　　　Ｂ問題では、市内各校の平均は8.2％で、全道（8.0％）全国（6.3％）よりも若干多い結果でした。

□　算数科の概要　□

平成２５年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

○　市内各校の正答率については、全道と同様の傾向を示し、全国との差が縮まりました。

○　小数・分数の四則計算については改善が見られます。反面、整数の減法に誤答が見られ、見直
　　　しの習慣化が必要です。

平均正答数

□　正答率の状況　□□　正答率の状況　□
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８
(1) 73.8%

〈指導の改善にあたって〉

76.7%

７
(2)

・「数と計算」では、同分母の分数の加法、除数と商と余りから被除数を求めることについては、高
　い成果を示し、全国の平均も上回っています。反面、概数の処理については、課題が見られます。
　四捨五入の活用と定着を図る必要があります。

・「図形」については、辺や面の関係を定着させる必要があります。また、展開図を基にした立体の
　関係を理解させる指導の強化が必要です。

１
(6)

62.3% 66.3%

2 55.1%

量と測定

60.2%

５
(2)

3

余りのある除法の場
面において、被除数
を求める式について
理解している

除数と商と余りから被除数を
求める式を選ぶ

72.60%

１ａ（１アール）と等しい面
積になる正方形の一辺の長さ
を選ぶ

出題の趣旨

89.2% 88.9%

【成果の見られる設問例】

領　域 出題の趣旨 設　　問

数と計算

【各領域別傾向】
・「数と計算」の領域は、全道と同様で、全国と比べほぼ同様（下位）の傾向を示しております。

・｢量と測定｣の領域は、全道とほぼ同様（上位）で、全国と比べほぼ同様（下位）の傾向を示してお
　ります。

・「図形」の領域は、全道と同様で、全国と比べやや低い傾向を示しております。

同分母の分数の加法
の計算をすることが
できる

　以下の内容で、基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題で構成されていま
す。
　・概数や単位量の計算、整数、小数、分数等の四則計算をする。
　・１ａ（アール）や台形の面積を求める。
　・三角形の作図と円柱の展開図の辺の長さの関係を理解する。
　・割合の比較量と基準量の関係を理解する。
　・棒グラフの読み取りをする。
　　設問数は１９問です。

92.30%

１ａ（１アール）の
面積と等しい正方形
の一辺の長さを理解
している

67.6%

【課題の見られる設問例】

51.3%

領　域

２００㎝の５０％に当たる長
さを選ぶ

53.60%

・ ｢数量関係｣の領域は、全道と同様で、全国と比べほぼ同様（下位）の傾向を示しています。

全道正答率 全国正答率

２と５／７＋１と１／７
を計算する

算数　Ａ（主として「知識」に関する問題）

設　　問 石狩市正答率 全道正答率 全国正答率

52.3%

71.6%

石狩市正答率

数と計算

示された位までの概
数にする際、一つ下
の位の数を四捨五入
して処理することを
理解している

一万の位までの概数にしたと
きに、20000になる数を選ぶ

50.7%

円柱について、底面
の円周の長さと展開
図の側面の辺の長さ
とが対応しているこ
とを理解している

展開図に示された側面の長方
形の縦の辺の長さを書く

60.0%

割合が５０％のと
き、基準量と比較量
の大きさの関係を理
解している

数と計算

図　形

72.6%数量関係

7



・示された平均を求める式から、その計算の結果が何を求めているのかについて、同様の問題の演習
　を多く取り入れる等の定着に向けた取り組みが必要です。
・基準量、比較量、割合の関係を図に表したり、□を用いた式で表したりして、数量の関係を捉える
　活動の充実が必要です。

・「算数の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は、全国66.2％、全道63.6％に対して石狩市は
　65.4％で、全国比0.8％低く、全道比1.8％高い結果となっています。

・「算数の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は、全国92.1％、全道90.8％に対して
　石狩市は91.6％で、全国比0.3％低く、全道比0.8％高い結果となっています。

・「算数の授業の内容はよくわかりますか」に対する肯定的な回答は、全国80.2％、全道76.5%に対
　して、石狩市は80.1%で、全国と同様で、全道比3.6％高い結果となっています。

情報を整理し，筋道
を立てて考え、三つ
の条件全てに当ては
まる乗り物を判断す
ることができる

44.9%

４
(1) 35.7%

【課題の見られる設問例】
領　域 出題の趣旨 設　　問 石狩市正答率

48.8%

　以下の内容で、基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題で構成され
ています。
　・複数の処理の仕方を解釈し、一方が合理的な処理である理由を記述する。
　・図形を観察して筋道を立てて考え、面積の関係を記述する。
　・示された条件を基に、数値の求め方を記述する。
　・グラフから適切な数値を取り出して割合の大小を判断し、その理由を記述する。
　　設問数は１３問です。

・「数と計算」の領域は、全道とほぼ同様（下位）で、全国と比べ相当低い傾向を示しております。
・ ｢量と測定」の領域は、全道と同様で、全国と比べ低い傾向を示しております。
・「図形」の領域は、全道と同様で、全国と比べほぼ同様（下位）の傾向を示しております。

・「問題の解き方がわからないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか」に対する肯定的
　な回答は、全国77.4％、全道75.3％に対して石狩市80.1%と、全国比2.7％、全道比4.8％高い結果
　でした。

【成果の見られる設問例】
出題の趣旨 設　　問

・「数量関係」の領域は、全道とほぼ同様（下位）で、全国と比べ低い傾向を示しています。

〈指導の改善にあたって〉

教科に関する意識（質問紙の傾向）

43.1%

石狩市正答率

・「授業で学習したことは将来役に立つと思いますか」に対する肯定的な回答は、全国88.8％、全道
　86.8％、石狩市89.5%で、全国比0.9％、全道比2.7％高い結果でした。

【各領域別傾向】

２
(3)

領　域

35.2%

算数　Ｂ　（主として「活用」に関する問題）

表から数値を適切に
取り出して、二つの
数値の関係が比例の
関係であることを記
述できる

示された実験の結果から、ふ
りこの長さと１０往復する時
間が比例の関係になっていな
いことを表の数値を基に書く

31.90%

数量関係

３
(2)

73.1% 76.1%

40.90%

全道正答率 全国正答率

51.0%

51.7%

38.0% 42.7%

全道正答率 全国正答率

30.3%

棒グラフと折れ線グ
ラフの両方が示され
たグラフから、必要
な情報を読み取るこ
とができる

棒グラフと折れ線グラフの両
方が示されたグラフの説明に
対して、その説明がグラフの
どの期間を示しているのか、
正しいものを選ぶ

73.80%

示された平均を求め
る式から、その計算
の結果が何を求めて
いるのかについて理
解している

示された式の値が何を示して
いるのかを書く

41.10%

量と測定
数量関係

数と計算
数量関係

示された分け方で二
つの三角形の面積が
等しくなることを記
述できる

示された分け方が元の長方形
を４等分していることの説明
として、二つの三角形の面積
が等しいことを書く

量と測定
数量関係

５
(1)

量と測定

数と計算
量と測定

１
(1)

２
(1)

単位量当たりの大き
さなどに着目して、
二つの数量の関係の
求め方を記述できる

ワールドカップ後の１試合当
たりの観客数が、ワールド
カップ前の１試合当たりの観
客数の約何倍になるのかを求
める方法と答えを書く

32.70%

残りの乗り物券の枚数と乗る
予定の乗り物を基に、二人が
まだ乗る予定になく一緒に乗
ることができる乗り物を書く

44.70%
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□　国語科の概要　□

□　国語　領域別正答率グラフ　□

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

○☆

相
当
低
い

や
や
低
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

低
　
い

☆ ○

低
　
い

や
や
低
い

６．０問/９問

高
　
い

や
や
高
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

同
　
様

76.0%

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

相
当
低
い

高
　
い

や
や
高
い

平成２５年度　全国学力・学習状況調査の結果分析

　【中学校国語】

□　正答率の状況　□

　国語Ａ（主として「知識」に関する問題） 　国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）

平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率

全　道（公立）

全　国（公立）

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

同
　
様

２４．４問/３２問 76.4%

66.2%

６．１問/９問 67.4%

２４．３問/３２問

全道との比較

　　

　　

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

相
当
高
い

相
当
高
い

石狩市　；　○
全　国　；　☆

ほぼ同様  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　

ほぼ同様 　…　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

○ 基礎的・基本的事項の知識理解はほぼ定着しています。 

○ 漢字・語句等はほぼ定着しており、日常的に活用に努めることが必要です。 

○ 無回答率は全道・全国とほぼ同様です。 

● 順序立てて考え、相手の立場に立ってわかりやすく説明することが課題です。  

● 考えを整理し、適切な表現で書くことが課題です。 
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話すこと・聞くこと 

国語Ａ 

書くこと 
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82.8%

漢字読み

書くこと

86.0%

91.5%

70.7%

70.6%64.7%

67.9%

76.3%

59.3%

66.7%

89.4%

84.8%

91.3%

73.4%

83.4%

67.5% 73.6%

91.6%

72.2%

67.4%

74.1%８ニ 2正しく読む 社会を風刺（ふうし）する

89.6% 89.7%

68.8%

石狩市正答率

57.5%

７一
伝えたい事柄を
明確にして書く

中学生が参加できる講座の
選択

全国正答率

54.7%

85.4%

69.8%65.9%

・学習した漢字を各教科等の学習や日常の活動等で意図的に活用するなど、定着のための機会
　を意図的に設定する必要があります。

設　　問

70.1%

国語　Ａ（主として「知識」に関する問題）

　基礎的・基本的な言語活動や言語事項に関する定着度をみる問題で構成されています。
  各問題は出題の趣旨が学習指導要領の指導事項に対応することが基本とされています。
　・話し合いの方向を捉えた司会の発言として適切なものを選択する。
　・出された意見を整理して、決定の理由を適切に書く。
　・前日までに申込みをしなくても中学生が参加できる講座番号を選択する。
　・「かすみ」「雲」のように見えたものを本文中から抜き出す。
　設問数は３２問です。

56.0%

全道正答率

適切な敬語を選択する

全国正答率

79.4% 80.7%

「キントウ」（均等）

石狩市正答率

58.0% 55.9%

3 「オビ」（帯）

８三

４二
必要な情報の
読み取り

比較の対象が明確に分かる
ように書く

８五

「連なる」（ツラ-なる）

理解と活用

3

2

（にほふ）を現代仮名遣いに直す

〈指導の改善にあたって〉

８七２仮名遣いの変更

全道正答率

語句と
活用

・漢字・語句等を正確に読み書きさせるだけでなく、用法を正確に理解し文脈に即して活用
　することができるよう、さらに繰り返し指導に努める必要があります。

・目的や意図、場、相手に応じて、適切にわかりやすく文章を書くことの指導に努める必要が
　あります。

・日常生活の中で、自分の考えを持ち、順序立てて考えたり相手の立場に立ってわかりやすく
　説明することの指導に努める必要があります。

漢字を書く８一

８二 漢字を読む

・「話すこと・聞くこと」の領域は全道・全国とほぼ同様です。

・「書くこと」の領域は全道よりやや低く、全国より低い結果で課題があります。

・「読むこと」の領域は全道・全国よりやや低く、課題があります。

・ [伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]に関しては、全道・全国とほぼ同様です。
　日常的に使用頻度が高い語句は意味を理解し適切に使えます。

８六

74.1%

修飾・被修飾 「すさまじい」と修飾・被修飾

出題の趣旨

１二
司会の役割を
果たす

話し合いの方向を捉えた司
会の発言として適切なもの
を選択する

【各領域の傾向】

【成果の見られる設問例】

話すこと
聞くこと

領域

出題の趣旨 設　　問

二の足を踏むエ

2

・ [伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]のうち、基本的な漢字の「書き」について
　は全道・全国と同様です。「読み」については全道・全国とほぼ同様です。

漢字の
読み
書き

語句と
活用

読むこと

領域

【課題の見られる設問例】

話すこと
聞くこと

６二
論理的構成や展
開を考えて話す

使用する言葉の組み合わせ
の適切なものを選択する

文脈と敬語
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国語　Ｂ　（主として「活用」に関する問題）

　

書くこと
読むこと

書くこと
言語文化 64.6%

全国正答率設　　問領域 出題の趣旨

【課題の見られる設問例】

・ [伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]は全道・全国とほぼ同様です。

・自分の伝えたい内容がより効果的に伝わるよう、作成した資料を見直し、聞き手の立場に
　立って組み替えてみたり、相互評価したりするなど、継続して指導に努めることが大切で
　す。

・発展的な問題が多い中で、複数の情報を吟味し、必要なものを選び取ることに課題が残り
　ます。基礎的知識の充実とともに、共通点や相違点をまとめるなど情報を整理したり、順
　序立てた考え方や多面的な見方や考え方ができるよう、日常生活に関連付けた指導に努め
　る必要があります。

・「書くこと」「読むこと」の領域では、全道よりやや低く、全国より低い結果です。

70.2%

62.0% 64.4%

石狩市正答率

65.7%

71.7%

75.6%２二

２三

３三

１一
段落の関係理
解と文章展開

71.9% 74.4%

　基礎的・基本的な言語活動や言語事項に関する知識・技能を活用することができるか
　どうかをみる問題で構成されています。領域が重複し、応用・発展した出題になって
　います。
　・分かったことを基に、さらに調べたいことと調べる方法を具体的に書く。
　・文章を読んで感じたことや考えたことを具体的に書く。
　・間違えやすい漢字を学習する際の注意点やコツを、漢字の特徴を取り上げて説明する。
 設問数は９問です。

表現の仕方と
その効果

文章を読んで感じたことや
考えたことを具体的に書く

漢字学習の注意点やコツを
特徴を取り上げ説明する

根拠を明確に
して書く

自分の考えを
具体的に書く

段落相互の関係で適切なも
のを選択

58.7%

全道正答率

〈指導の改善にあたって〉

３二
情報の関連の
読み取り

64.4%

表現の効果の説明の選択

参考資料の読み取りと選択

読むこと

　教科に関する意識　（質問紙の傾向）

64.2% 68.0%

68.3% 70.3%

・「国語の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は、全道の 59.3%、全国の 57.7% に対
  して石狩市は 61.5% で、全道に比べ 2.2% 、全国に比べて3.8%高い結果が出ています。

・「国語の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は、全道の 87.4%、全国の
  88.4% に対して石狩市は 89.1%で、全道に比べ 1.7% 、全国に比べ0.7%高くなっています。

・「国語の授業内容はよく分かりますか」に対する肯定的な回答は、全道の 72.0%、全国の
  71.9% に対して石狩市は 72.8% と、全道に比べ 0.8% 、全国に比べ0.9%高くなっていま
　す。

・「読書は好きですか」に対する肯定的な回答は、全道の 74.5%、全国の 70.1% に対して
  石狩市は 74.1%で、全道に比べ 0.4% 低く、全国に比べ4.0%高くなっています。

・国語の授業中の質問に関して、「目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり書いた
  りしていますか」「意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫し
  ていますか」「自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いていま
　すか」「文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいますか」
　の各設問の肯定的な回答率は、いずれも全道・全国と同様の回答となっています。

・無解答率は全道とほぼ同様ですが、全国よりやや高い傾向にあります。
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相
当
低
い

○

６．６問／１６問 41.5%

や
や
低
い

□　数学科の概要　□

　　

　　

相
当
高
い

高
　
い

ほぼ同様 　…　１ポイント以上３ポイント未満の範囲内

【中学校数学】

□　数学　領域別正答率グラフ　□

同　様    　　…　±１ポイント未満の範囲内

○

相当高い　 …　７ポイント以上の範囲

石狩市　；　○
全　国　；　☆

相
当
低
い

☆

全道との比較

６．３問／１６問

平成２５年度　全国学力学習状況調査　結果分析

や
や
高
い

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

同
　
様

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

や
や
低
い

２２．４問／３６問

ほ
ぼ
同
様

（
下
位

）

☆

39.1%

同
　
様

ほ
ぼ
同
様

（
上
位

）

数学Ａ（主として「知識」に関する問題）　　 数学Ｂ（主として「活用」に関する問題）　　

低
　
い

相
当
高
い

高
　
い

や
や
高
い

低
　
い

２２．９問／３６問 62.1%

60.0%

全　国（公立）

平均正答率

全　道（公立）

平均正答数

相当低い  …　－７ポイント以下の範囲

やや高い　 …  ３ポイント以上５ポイント未満の範囲内

ほぼ同様  …　－１ポイント以下－３ポイント未満の範囲内

高　い 　　　…　５ポイント以上７ポイント未満の範囲内　　 やや低い  … －３ポイント以下－５ポイント未満の範囲内

□　正答率の状況　□

平均正答数 平均正答率

低　い       …　－５ポイント以下－７ポイント未満の範囲内　　

○ 基礎的・基本的事項の知識理解はほぼ定着しています。 
○ 図形など、具体的事象に関する知識理解は全道と同様、全国とほぼ同様です。 
● 基礎的・基本的事項の日常的な反復に課題があります。 
● 基礎的知識の連携、資料の読み取り、論理的な思考に課題があります。 
● ［活用］に関しての無回答率がやや高く、粘り強く取り組むことに課題があります。 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

数学Ａ 

数と式 

数学Ａ 

図形 

数学Ａ 

関数 

数学Ａ 

資料の活用 

数学Ｂ 

数と式 

数学Ｂ 

図形 

数学Ｂ 

関数 

数学Ｂ 

資料の活用 

数学Ａ ・ 数学Ｂ 

石狩市 

全 道 

全 国 
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【成果の見られる設問例】

【課題の見られる設問例】

関数

関数

資料の
活用

資料の
活用

12

出題の趣旨

２
(1)

設　　問

81.7%

54.3%

79.3% 77.8%

21.5%

74.3%

54.3%

78.9%

52.1%

36.2%

53.8%

25.1%

12.9%

64.8%

54.2%

24.5%

52.7%

81.9%

15.5%

81.2%

56.0%

79.2%

53.5%

78.7% 83.4% 87.5%

全国正答率

１４
(2)

１５
(2)

y=ax+b　の式
で表す

設　　問

整数の加法減
法の計算

相対度数を求
める

三角形を回転移動したとき
の回転角を求める

回転移動
４
(3)

７
(1)

無答率

全　国

正答率

正負の数の意
味の理解

東京の時刻を基準に、カイ
ロとの時差を表す

 ・ 基礎的・基本的事項の習熟には日常的に繰り返すことが必須です。意識的・計画的に
　演習するなど、反復して定着に努めることが大切です。

17.0%

確率を求める

22.8%

出題の趣旨 設　　問
石狩市 全　道

２つのさいころの目が両方
とも１になる確率を求める

27.5%

59.3% 62.0%
１
(4)

石狩市正答率 全道正答率

 2(5x+9y)-5(2x+3y)を計算

数学　Ａ（主として「知識」に関する問題）

　数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能の定着度をみる問題です。
　・正の数と負の数とその計算、文字式の計算をする。一元一次方程式を解く。
　・用いられている図が考察対象の図形の代表であることについて、適切な記述を選ぶ。
　・事象から一次関数の式を求める。
　・平均値に関して、適切な記述を選ぶ。事象の起こる確率を求める。
　設問数は３６問です。

・「数と式」の基本的な文字式や方程式の計算や解き方は全道・全国とほぼ同様です。
・「図形」の具体的事象など、基礎的・基本的な知識理解は全道・全国と同様です。

証明で用いられている三角
形の合同条件を選ぶ

座標平面上の点の座標を求
める

無答率 正答率 無答率

一次関数の事象を式で表す

77.2%

正答率

78.9%

53.9%

・「関数」の領域は、全道・全国とほぼ同様です。文字式、等式の変形、関数の数値の変化、
　ｘとｙの関係を式で表すなど、基礎・基本事項は理解されています。

・「資料の活用」の領域は、全道・全国よりやや低い結果です。数学で使われる言葉の意味
　や、文章・図の読み取りに課題があります。

・無解答率が高く課題です。

１０
(1)

三角形の合同
条件

領域 出題の趣旨

〈指導の改善にあたって〉

全道正答率 全国正答率

領域

最高気温を表したヒストグ
ラムから相対度数を求める

領域

数と式

数と式

図形

石狩市正答率

88.1% 86.5% 88.4%
長方形の２倍の拡大図をか
く

拡大図をかく
ことができる

４
(1)

図形

【無答率の高い設問例】

数と式
１
(2)

( )を含む数の
計算ができる

 5×(4-7)を計算する

図形

点を２つの数
の組で表す

関数
１１
(1)

ｘに対応するｙ
の値を求める

 y=2x-1について、xの値が
３のときのyの値を求める

73.3% 79.1%
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全　道

正答率 無答率正答率

石狩市

無答率 正答率 無答率

全　国

情報を適切に読
み取る

横の長さが与えられた長方形が
含まれる階級を書く

〈指導の改善にあたって〉

出題の趣旨

数学　Ｂ（主として「活用」に関する問題）

・無解答率が高くなっていることに課題があります。

・基礎的知識の充実、数式等の意味・成り立ち、筋道を立てて考えることなど、課題を整理・
　確認し繰り返し指導・確認する必要があります。

61.3% 65.2% 69.0%

設　　問 石狩市正答率

設　　問

27.3% 38.7% 29.4% 37.3% 31.7% 34.1%

　数量や図形についての知識・技能などを活用する能力をみる問題です。
　・安静時心拍数が一定であるときの目標心拍数の変わり方を選び、その理由を説明する。
　・表やグラフを用いて、水温が８０℃になるまでかかる時間を求める方法を説明する。
　・ヒストグラムの特徴を基に、生徒が美しいと思う長方形について新たにわかることを
　　説明する。
　・碁石全部の個数を、3(n-2)+3 という式で求めることができる理由を説明する。
　設問数は１６問です。

全道正答率 全国正答率

３
(2)

数量（関数）
表やグラフを用いて、水温
が８０℃になるまでにかか
る時間を求める方法を説明

関数

領域

資料の
活用

５
(1)

44.3% 48.6% 52.5%

領域 出題の趣旨

・個々の基礎的知識を連携させたり、論理的・発展的に考えたりすることに課題があります。

【課題の見られる設問例】

【無答率の高い設問例】

数と式
６
(1)

考察の対象を捉
える

碁石を並べて正三角形の形をつ
くったときの個数を求める

・「数学ができるようになりたいと思いますか」に対する肯定的な回答は、全道の 90.4%、
　全国の 90.8% に対して石狩市は 90.0% で、全道・全国と同様です。多くの生徒は「数学が
　できるようになりたい」との願望をもっていることがわかります。

・「問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか」「授業
　で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか」「授業で学習したことは、
　将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」の肯定的な回答は全道・全国とほぼ同様
　の結果です。

・数学に関する質問では、全般的に全道・全国と同様の傾向が多くみられ、低い場合でも
　差はわずかです。

・資料を読み取り、数理的に考察することを位置付けた学習に取り組む必要があります。

・日常生活の中から数学的な考え方が導き出せるように取り組む必要があります。

・最後まで粘り強く取り組む姿勢の大切さを指導する必要があります。

・「数学の勉強は好きですか」に対する肯定的な回答は、全道の 55.3%、全国の 55.5% に対
　して石狩市は 53.8% で全道より 1.5%、全国より1.7% 低くなっています。

・「数学の勉強は大切だと思いますか」に対する肯定的な回答は、全道の 79.0%、全国の
　80.5% に対して石狩市は 79.0% で、全道と同様、全国より1.5%低くなっています。

・「数学の授業内容はよく分かりますか」に対する肯定的な回答は、全道の 69.3%、全国の
　70.5% に対して石狩市は 69.8% と、全道より 0.5% 高く、全国より0.7%低くなっていま
  す。

教科に関する意識　（質問紙の傾向）
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平成２５年度　学習状況調査　［児童・生徒質問紙］結果

Ⅰ　生活習慣

　朝食を食べる習慣は、「毎日食べる」がやや改善　　

１．　朝食を毎日食べていますか

小
学
校

中
学
校

２．普段（月～金曜日），何時ごろに起きますか

小
学
校

中
学
校

　「朝食を毎日食べる」割合は、小学生では95.0%（全道比＋0.4ｐ、全国比-1.5p）、中学生では92.5%（全道比-
0.3p,全国比-1.5p）です。全体的な傾向としては、前年度同様と言えます。

　起床時刻は、午前７時前に起床する児童・生徒の割合が増えています。小学生は82.2%（全道比+6.3p、全国
比+2.2p）、中学生は72.6%（全道比+8.8p、全国比+0.6p）です 。　就寝時刻については、午後１０時前に就寝す
る小学生は60.9%（全道比+7p、全国比+13.8p）、午後１１時前に就寝する中学生は35.8%（全道比-0.2p、全国
比+1.9p）です。

　起床・就寝は、「早寝・早起き」の傾向

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全   国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．している 2.どちらかといえばしている 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.している 2.どちらかといえばしている 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

 

   

1.午前６時より前 2.午前６時以降、午前６時３０分前 3.午前６時３０分以降、午前７時より前 
4.午前７時以降、午前７時３０分より前 5.午前７時３０分以降、午前８時より前 6.午前８時以降 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.午前６時より前 2.午前６時以降、午前６時３０分前 3.午前６時３０分以降、午前７時より前 
4.午前７時以降、午前７時３０分より前 5.午前７時３０分以降、午前８時より前 6.午前８時以降 
その他 無回答 
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３．普段（月～金曜日），何時ごろに寝ますか

中
学
校

小
学
校

TV・ビデオ等の視聴やゲームの時間…依然多い状態

小
学
校

中
学
校

４．普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビやビデオ・ＤＶＤを見た
り，聞いたりしますか（テレビゲーム除く）

　平日にテレビ、ビデオ、ＤＶDを見ている時間については、３時間以上見ている割合が、小学生で41.4%（全道
比+0.2p、全国比+2.8p）、中学生で32.1%（全道比-0.3p、全国比+2.4）と昨年度に比べ、改善が見られます。テ
レビゲームをする時間については、２時間以上している割合が、小学生で30.4%（全道比-5.2ｐ、全国比-
2.2p）、中学生で33.8%（全道比+1.3p、全国比+6.3p）と、小学生において改善の傾向が見られました。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.午後９時より前 2.午後９時以降、午後１０時より前 3.午後１０時以降、午後１１時より前 
4.午後１１時以降、午前０時より前 5.午前０時以降 その他 
無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.午後９時より前 2.午後９時以降、午後１０時より前 3.午後１０時以降、午後１１時より前 
4.午後１１時以降、午前０時より前 5.午前０時以降 6.午前１時以降 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全く見たり聞いたりしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全く見たり聞いたりしない 
その他 無回答 
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中
学
校

５．普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式の
ゲーム含む）をしますか

小
学
校

中
学
校

Ⅱ　家庭学習・読書

平日は１～２時間、土・日は２～３時間の学習が増加
　家庭学習の時間は全国に比べ少ない傾向が続いています。平日（月～金曜日）における家庭での学習時間
は、「１時間未満（全くしないも含む）」と回答した割合は、小学生で46.4%（全道比-3.0p、全国比+9.7p）、中学
生で41.5%（全道比+3.8p、全国比+10.2p）でした。土・日曜日についてもほぼ同様の傾向を示し、小・中共に、
平日は１～２時間、土・日には２～３時間の家庭での学習が増えています。

６．学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学
習塾や家庭教師含む）

小
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない 3.１時間以上、２時間より少ない 
4.３０分以上、１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない 3.１時間以上、２時間より少ない 
4.３０分以上、１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 
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家庭で宿題をする割合は年々増加　家庭学習習慣の定着に向け前進

　「家で宿題をしている・どちらかといえば、している」と回答した割合は、小学生で96.5%（全道比+2.5p、全国比
+0.1p）、中学生で87.7%（全道比-0.1p、全国比+0.9）という結果でした。小学生・中学生とも、昨年度と比べ、宿
題を家でする割合（前年比、小学生+2.6p、中学生+3.6p）が、増えています。

中
学
校

８．家で，学校の宿題をしていますか

７．土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾
や家庭教師含む）

小
学
校

小
学
校

中
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない 3.２時間以上、３時間より少ない 
4.１時間以上、２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答 
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１０．４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思いますか

小
学
校

中
学
校

家庭での読書量は、小学生はやや減少し中学生はやや増加

Ⅲ　国語の学習について

決められた字数の作文苦手とする小・中学生は、全国とほぼ同じ傾向

　１日に３０分以上読書する小学生は、小学生で34.6%（全道比-0.3p、全国比-2.0p）、中学生で35.4%（全道比
+2.5p、全国比+5.9）という結果でした。　一方、全く読まないと回答した小学生は23.5%（全道比-2.1p、全国比
+2.7p）、中学生は33.8%（全道比+0.2p、全国比-2.2p）でした。

　決められた字数に合わせて作文を書くことについて、「難しい・どちらかといえば、難しい」と回答した小学生
は64.4%（全道比+１．４p、全国比、-1.2p）、中学生は67.5%（全道比+3.0p、全国比-0.2p）でした。指定された字
数で作文を書くことが苦手な小中学生は全道よりやや多く、全国とはほぼ同様の傾向です。

９．家や図書館で，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか（教科書や参
考書，漫画や雑誌除く）

小
学
校

中
学
校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.２時間以上 2.１時間以上、２時間より少ない 3.３０分以上、１時間より少ない 
4.１０分以上、３０分より少ない 5.１０分より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

1.２時間以上 2.１時間以上、２時間より少ない 3.３０分以上、１時間より少ない 
4.１０分以上、３０分より少ない 5.１０分より少ない 6.全くしない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．難しいと思う ２．どちらかといえば、難しいと思う 
３．どちらかといえば、難しいと思わない ４．難しいと思わない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．難しいと思う ２．どちらかといえば、難しいと思う 
３．どちらかといえば、難しいと思わない ４．難しいと思わない 
その他 無回答 
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中
学
校

小
学
校

中
学
校

１２．国語の授業の内容はよく分かりますか

小
学
校

「国語の授業が分かる」…中学生に改善

　自分の考えを言葉や文章で表現することが難しいと思っている割合は、小学生で60.0%（全道比+2.9p、全国
比+0.7）、中学生で67.0%（全道比+1.5p、全国比-0.9p）という結果でした。

　国語の授業の内容が分かると解答したのは、小学生で78.2%（全道比-0.6p、全国比-1.7p）、中学生で72.8%
（全道比+0.8p、全国比+0.9）という結果でした。中学生にやや改善の傾向が伺えます。

１１．学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思
いますか

自分の考えを表現すること…依然苦手の傾向

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．難しいと思う ２．どちらかといえば、難しいと思う ３．どちらかといえば、難しいと思わない 

４．難しいと思わない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．難しいと思う ２．どちらかといえば、難しいと思う ３．どちらかといえば、難しいと思わない 

４．難しいと思わない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる ３．どちらかといえば、あてはまらない 

４．あてはまらない その他 無回答 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる ３．どちらかといえば、あてはまらない 

４．あてはまらない その他 無回答 
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１３．国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように気を付けて書いていますか

小
学
校

中
学
校

文章に書いて答える問題…向上の傾向

　自分の考えを根拠を明らかにして書こうとする姿勢については、小学生で68.2%（全道比+1.0p、全国比-
0.7p）、中学生で61.7%（全道比+1.7p、全国比+1.3p）という結果でした。小学生・中学生ともに、全道・全国とほ
ぼ同様の結果となりました。

　文章で答える問題については、「最後まで努力した」と回答した小学生は72.0%（全道比+5.2p、全国比
+2.2p）、中学生は68.3%（全道比-0.9p、全国比-4.7p）でした。小学生・中学生ともに昨年度に比べ向上が見ら
れます。

小
学
校

中
学
校

１４．今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，どのように解答しました
か

１４．今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，最後まで解答を書こうと
努力しましたか

自分の考えの根拠を明らかに書くこと…小・中共に全道・全国とほぼ同様

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる ３．どちらかといえば、あてはまらない 

４．あてはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる ３．どちらかといえば、あてはまらない 

４．あてはまらない その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．最後まで解答を書こうと努力した ２．途中で諦めたものがあった 
３．書く問題は全く解答しなかった その他 
無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．最後まで解答を書こうと努力した ２．途中で諦めたものがあった 
３．書く問題は全く解答しなかった その他 
無回答 
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　算数の授業の内容が分かると解答したのは、小学生で80.1%（全道比+3.6p、全国比-0.1p）、中学生で69.8%
（全道比+0.5p、全国比-0.7p）という結果でした。
　分からない問題への対処の仕方についても、改善が見られます。諦めずに問題の解き方を工夫すると回答し
た小学生は80.1%（全道比+4.8p、全国比+2.7p）、中学生では69.1%（全道比+3.3p、全国比+1.8p）という結果で
した。
　いずれも昨年度より向上し、これまでの授業改善の成果と考えます。

１６．算数・数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか

１５．算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

Ⅳ　算数・数学の学習について

　「算数・数学の授業」…授業改善の成果が伺える

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 
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　もっと簡単に解く方法を考えると解答したのは、小学生で81.7%（全道比+4.5p、全国比+2.0p）、中学生で
65.7%（全道比+0.7p、全国比-1.2p）という結果でした。小学生・中学生ともに昨年度より向上しています。

　問題の解き方や考えをノートに書いていると回答した小学生は82.0%（全道比+1.3p、全国比-0.5p）、中学生
は79.5%（全道比+2.2p、全国比-0.3p）と、昨年に引き続き全道を上回り、全国同様になっています。

１７．算数・数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか

１８．算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

　問題解決の工夫…成果が伺える

　ノートの工夫…昨年に引き続き成果

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 

３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 
３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまる 

３．どちらかといえば、あてはまらない ４．あてはまらない 
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小
学
校

中
学
校

１９．今回の数学の問題について，解答を言葉や式を使って説明する問題がありましたが，最後ま
で解答を書こうと努力しましたか

１９．今回の算数の問題について，言葉や式を使ってわけや求め方を書く問題がありましたが，ど
のように解答しましたか

　言葉や式を使って，わけや求め方を書く問題について、「最後まで解答を書こうと努力した」と回答したのは、
小学生で73.8%（全道比+3.5p、全国比-0.6p）、中学生で40.7%（全道比+0.6p、全国比-4.2）という結果でした。
小学生・中学生の何れも昨年度より向上し全道をやや上回っています。全国よりはやや低く、粘り強く取り組む
指導が大切です。

　言葉や式を使って、わけや求め方を書く（説明する）問題は改善傾向に

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

Ⅰ最後まで解答を書こうと努力した ２．途中で諦めたものがあった ３．書く問題は全く解答しなかった 

その他 無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全    国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

Ⅰ最後まで解答を書こうと努力した ２．途中で諦めたものがあった ３．書く問題は全く解答しなかった 

その他 無回答 
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小
学
校

中
学
校

１．第６学年の児童や第３学年の生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか

小
学
校

中
学
校

　「朝読書」を「基本的に毎日行った」のは、小学校で38.5%(全道比+14.5p、全国比+19.2)、中学校は75.0%(全
道比　+8.1p、全国比+10.2p)です。「週に複数回、定期的に」「週に１回、定期的に」を含めると100%で、全体的
には読書活動は定着しています。

２．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度に，「朝の読書」などの一斉読書の時間を
設けましたか

　落ち着いた態度で授業に取り組む

Ⅰ　学習態度

　読書活動への取組が定着

Ⅱ　学力向上に向けた取組　等

　授業中の私語が少なく、落ち着いていると回答した学校の割合は、小学校で61.5%(全道比+22.8p、全国比
+24.8p)、中学校で62.5%(全道比+6.2p、全国比+16.4p)で、全道・全国より上回っています。

平成２５年度　学習状況調査　「学校質問紙」結果 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．その通りだと思う ２．どちらかといえば、そう思う ３．どちらかといえば、そう思わない 
４．そう思わない その他・無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．その通りだと思う ２．どちらかといえば、そう思う ３．どちらかといえば、そう思わない 
４．そう思わない その他・無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．基本的に毎日行った ２．週に複数回、定期的に行った ３．週に１回、定期的に行った 
４．月に数回程度、定期的に行った ５．不定期に行った ６．行っていない 
その他・無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．基本的に毎日行った ２．週に複数回、定期的に行った ３．週に１回、定期的に行った 
４．月に数回程度、定期的に行った ５．不定期に行った ６．行っていない 
その他・無回答 
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　放課後や長期休業中を利用した補充的学習サポートが増加

３．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度に，放課後を利用した補充的な学習サ
ポートを実施しましたか

小
学
校

中
学
校

４．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度に，長期休業日を利用した補充的な学習
サポートを実施しましたか（実施した日数の累計）

小
学
校

中
学
校

①　放課後を利用した補充的学習サポートを「週に１回以上」行ったのは、小学校で53.9%(全道比+23.5p、全
国比+24.4p)、中学校は75.0%(全道比+45.0p、全国比+52.3p)です。小学校、中学校ともに全道・全国より積極
的な取組を推進しています。

②　長期休業中を利用した補充学習サポートは全ての小学校、中学校で実施しています。「延べ５日～８日」
以上実施したのは、小学校で30.8%(全道比-6.1p、全国比+2.2p)、中学校は87.5%(全道比+17.0p、全国比
+25.7)です。全道と比べると小学校はやや低く、中学校は相当高い結果となっています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．週に４回以上行った ２．週に２～３回行った ３．週にⅠ回行った ４．月に数回程度行った 

５．年に数回程度行った ６．行っていない その他・無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．週に４回以上行った ２．週に２～３回行った ３．週にⅠ回行った ４．月に数回程度行った 

５．年に数回程度行った ６．行っていない その他・無回答 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．延べ１３日以上 ２．延べ９日から１２日 ３．延べ５日から８日 

４．１日から延べ４日 ５．行っていない その他・無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．延べ１３日以上 ２．延べ９日から１２日 ３．延べ５日から８日 

４．１日から延べ４日 ５．行っていない その他・無回答 
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   授業を充実させるための工夫・改善

５．第６学年の児童に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，聞き手に向かって話をす
るなど）の維持を徹底しましたか

小
学
校

中
学
校

６．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度までに，学習方法（適切にノートをとるな
ど）に関する指導をしましたか

小
学
校

①　学習規律の維持・改善については、「よく行った」のは小学校で76.9%(全道比+18.6p、全国比+15.3p)、中
学校は75.0%(全道比+8.0p、全国比+12.2p)です。全道・全国平均より高い結果となっています。

②　学習方法（適切にノートを取るなど）に関する指導を「よく行った」のは、小学校で76.9%(全道比+22.4p、全
国比+20.6p)、中学校は50.0%(全道比+3.6p、全国比+1.6p)です。全道平均と比べると小学校は相当高く、中学
校はほぼ同様です。

中
学
校

Ⅲ　指導方法・学習規律

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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中
学
校

８．平成２４年度全国学力・学習状況調査や独自の調査等の結果を，学校全体で教育活動を改善
するために活用しましたか

小
学
校

中
学
校

Ⅳ　全国学力・学習状況調査等の活用

７．平成２４年度全国学力・学習状況調査や独自の調査等の結果を利用し，具体的な教育指導の
改善等を行いましたか

小
学
校

　全国学力・学習状況調査の結果を活用して改善

②　各種調査の結果について、教育活動改善への活用を「よく行っている」のは、小学校で53.8%(全道比
+26.8p、全国比+32.1p)、中学校は37.5%(全道比+11.0p、全国比+20.5p)です。これまでの改善への取り組みが
継続されているものと考えられます。

①　具体的な教育指導の改善への利用を「よく行っている」のは、小学校で53.8%(全道比+24.2p、全国比
+30p)、中学校は37.5%(全道比+10.1p、全国比+18.9p)です。小学校、中学校ともに教育指導の改善への意欲
がうかがわれます。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行っている ２．行っている ３．ほとんど行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行っている ２．行っている ３．ほとんど行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行っている ２．行っている ３．ほとんど行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行っている ２．行っている ３．ほとんど行っていない その他、無回答 
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Ⅴ　習熟度別少人数指導

　児童・生徒の習熟状況に応じた対応の推進

Ⅵ　教科の指導方法

　教科の特質に注目した指導の改善・推進

９．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度に，算数・数学の授業において，習熟の
遅いグループに少人数指導を行い，習得できるようにしましたか

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

１０．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する国語の指導として，前年度までに，書く習慣を付
ける授業を行いましたか

　児童生徒の習熟度に応じて少人数指導をおこなったのは、小学校で69.3%(全道比+6.8p、全国比+15.6p)、
中学校は62.5%(全道比+3.9p、全国比+21.9p)です。児童・生徒の習熟度を把握し、対応に努めています。

①　国語科では「書くこと」の改善に努め、書く習慣をつける授業を「よく行った」のは、小学校で38.5%(全道比
+13.8p、全国比+10.9p)、中学校は62.5%(全道比+32.1p、全国比+28.9p)です。小学校、中学校ともに｢書くこと｣
に注目して指導しています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．年間授業のうち、およそ３/４以上で行った 
２．年間の授業のうち、おおよそ１/２以上。３/４未満で行った 
３．年間の授業のうち、おおよそⅠ/４以上、１/２未満で行った 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．年間授業のうち、およそ３/４以上で行った 
２．年間の授業のうち、おおよそ１/２以上。３/４未満で行った 
３．年間の授業のうち、おおよそⅠ/４以上、１/２未満で行った 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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Ⅶ　地域人材・施設等の活用

　地域と連携した取り組みの推進

１１．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに，実生活
における事象との関連を図った授業を行いましたか

小
学
校

中
学
校

１２．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度までに，ボランティア等による授業サ
ポート（補助）を行いましたか

小
学
校

中
学
校

②　基礎基本事項の応用発展に関連して、実生活における事象との関連を図った授業を「よく行った」「どちら
かといえば行った」のは、小学校で84.6%(全道比+13.9p、全国比+21.6p)、中学校は62.5%(全道比-0.1p、全国
比+5.3p)です。
　全道・全国平均と比べ、小学校は高く、中学校はほぼ同様です。

①　地域の人材のボランティア等による授業サポートを「よく行った」「どちらかといえば、行った」は小学校で
84.7%(全道比+46.4p、全国比+42.3p)、中学校は62.5%(全道比+40.4p、全国比+39.7p)です。条件の厳しい中で
も地域の協力を得て、積極的に取り組まれています。全道・全国平均よりかなり高い割合となっています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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１３．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度までに，博物館や科学館，図書館を利
用した授業を行いましたか

Ⅷ　家庭学習・家庭との連携

小
学
校

中
学
校

１４．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する国語の指導として，前年度までに，家庭学習の
課題（宿題）を与えましたか

小
学
校

中
学
校

　家庭学習の重要性と家庭との連携
①家庭学習（宿題）について、「よく行った」は、小学校で76.9%(全道比+8.1p、全国比-5.7p)、中学校は
50.0%(全道比+17.5p、全国比+3.3p)です。「どちらかといえば、行った」を加えると小学校で92.3%(全道比-
6.1p、全国比-7.1p)、中学校は100.0%(全道比+12.5p、全国比+10.4p)です。既習事項の定着・発展には家庭
学習が重要な役割を果たすため、家庭学習の与え方、指導法の工夫改善等、さまざまな方法に取り組んでい
ます。

②　博物館や科学館、図書館等の施設の活用を「よく行った」「どちらかといえば、行った」のは、小
学校で61.6%(全道比+12.7p、全国比+24.1p)、中学校は62.5%(全道比+44.4p、全国比+47.9p)です。
施設設備、交通事情等、地域差が課題です。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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中
学
校

１５．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する国語の指導として，前年度までに，保護者に対し
て児童・生徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか

小
学
校

中
学
校

１６．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに，家庭学
習の課題（宿題）を与えましたか

小
学
校

②　国語の家庭学習を促す働きかけを「よく行った」のは、小学校で76.9%(全道比+18.8p、全国比+23.8p)、中
学校は75.0%(全道比+44.7p、全国比+51.4p)です。いずれも、全道・全国平均よりも高い結果となっています。

③　「家庭学習の課題(宿題)を与えましたか」に対し、「よく行った」は小学校で92.3%(全道比+19.5p、全国比
+8.0p)、中学校は62.5%(全道比+19.9p、全国比+11.0p)で、増加しています。「どちらかといえば、行った」も含め
ると小学校、中学校ともに100.0%の実施率となります。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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中
学
校

１７．第６学年の児童や第３学年の生徒に対する算数・数学の指導として，前年度までに，保護者
に対して児童・生徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか

小
学
校

中
学
校

１８．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べた
り文章を書いたりする宿題を出しましたか（国・算・数共通）

小
学
校

④　算数・数学の指導として、保護者に対して家庭学習の働きかけを、「よく行った」は小学校で76.9%(全道比
+18.6p、全国比+23.5p)、中学校は62.5%(全道比+32.5p、全国比+38.9p)です。「どちらかといえば、行った」とを
含めると、ともに100.0%です。家庭学習の大切さの啓発がなされています。

⑤　「家庭学習の取組として、調べたり文章を書いたりする宿題を出しましたか」に対し、「よく行った」のは小学
校で15.6%(全道比-0.2p、全国比-2.7p)、中学校は25.0%(全道比+14.5p、全国比+14.6p)です。小学校でほぼ
同様、中学校で高くなっていますが、全体的傾向としてはまだ改善すべき余地があります。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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１９．第６学年の児童や第３学年の生徒に対して，前年度までに，家庭での学習方法等を具体例
を挙げながら教えましたか（国・算・数共通）

小
学
校

中
学
校

⑥　「家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えましたか」に対して、「よく行った」のは小学校で53.8%(全
道比+17.5p、全国比+20.5p)、中学校は75.0%(全道比+43.1p、全国比+48.2p)です。小学校、中学校ともに全道
平均より高い結果になっています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

H25 全 国 

H25 北海道 

H25 石狩市 

H24 石狩市 

１．よく行った ２．どちらかといえば、行った ３．あまり行っていない ４．まったく行っていない その他、無回答 
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＜報告事項２＞  奨学金制度に関するアンケートについて 
 

          実施期間：平成 25年 6月 21日（金）～7月 12日（金） 

調査依頼先：道内 35市 

回答方法：郵送または mailにより提出 

回答数：道内 35市（回答率 100％） 

 

Q1．奨学金制度の有無について 
 

道内 35市のうち、奨学金制度を持っている市は、 

28 市（80.0％）あり、制度を持っていない市は、 

7 市（20.0％）でした。 

 道内市では、8 割にあたる 28市が奨学金制度を持って 

おり、１市で複数の制度を持っている市もあるため、事業 

数としては、34事業ありました。 

 

 

 

Q2．奨学金の種別について 
 

奨学金制度 34 事業のうち、給付型が 9事業（26.5%） 

貸与型が 25事業（73.5%）でした。 

 道内市が実施している奨学金制度の約 73%は、貸与 

型でした。 

 

 

Q3．奨学生の対象者について（給付型事業） 
 

給付型の 9事業のうち、奨学生の対象者を学校種別 

に分けると、大学が 6 事業、短大が 4 事業、高専が 

5 事業、専修学校が 3事業、高等学校が 7 事業、 

その他が 5事業でした。 

 

Q4．審議会等の有無について（給付型事業） 
 

 給付型の 9 事業のうち、奨学生を選考するために 

審議会等の機関を設けているのは、8 事業（88.9%）、 

設けていないのは、1 事業（11.1%）でした。 

 給付型の奨学金制度の約 89%が審議会等を設けて 

おりました。 

 

 

 市 事業 
 

給付型 貸与型 

給付型制度のみ 6 6 6 0 

貸与型制度のみ 19 21 0 21 

両方の制度 3 7 3 4 

合  計 28 市 34事業 9 事業 25事業 



 

＜報告事項３＞ 

- 2 - 

 

科学の祭典ｉｎ石狩２０１３の開催について  

１．ねらい 

（１） 理科離れが叫ばれている今日、地域の子ども達をはじめとする市民に広く科学に触れ親しむ場を作る。 

（２） 科学の楽しさや魅力を体験できる機会として、地域で活動する指導者によるブースをはじめ、教員・

大学生・高校生・市民や地域の企業と行政（児童館・図書館・公民館・資料館など）が一体となって、

多彩なアプローチを創出する。 

（３） 関係者相互ネットワークの強化を図り、地域における科学的資源の掘り起こしによる地域づくりを目

指す。 

２．主 催 

   科学の祭典in石狩実行委員会 

   （構成）サイエンスアイ・石狩市校長会・石狩市教頭会・石狩教育振興会・北海道石狩翔陽高等学校・       

北海道石狩南高等学校・NPO法人教育支援協会北海道・石狩ユネスコ協会・藤女子大学科学研究会・保健

福祉部こども室児童館・市民生活部環境室環境課・教育委員会生涯学習部社会教育課・いしかり砂丘の風

資料館・石狩市民図書館 

３．開催期日 

   平成２５年１１月１７日（日） １０：００～１５：００ 

４．会 場 

  （１）こども未来館「あいぽーと」 

（２）石狩市民図書館 

５．内 容 

（１）メインステージ：参加者全員で楽しむ見学主体のコーナー（１日２回） 

    ■ 空気の力の不思議 （千歳科学技術大学「理科工房」） 

（２）ブース：比較的短時間の実験や体験ができるコーナー（20ブース） 

    ■ 光通信 （千歳科学技術大学「理科工房」） 

    ■ 風の力を活用しよう！ （NPO法人北海道グリーンファンド） 

    ■ 生き物を楽しく学べるトランクキット～CISEネットの活動紹介～（北海道大学総合博物館） 

    ■ 超電導の不思議：磁力編～超伝導になると宙に浮く？ 

（石狩市市民生活部環境室低炭素社会推進新エネルギー対策担当参事） 

    ■ 超電導（ちょうでんどう）のふしぎ～永久に流れ続ける電気とは？～ （サイエンスアイ） 

    ■ 糸電話を作ってみよう （伝承あそびボランティアおてだま） 

    ■ サンタが贈るブルブル共振実験 （札幌第一高等学校） 

    ■ 香りが選べる！色が選べる スーパーボール作り！ （北海道石狩翔陽高等学校科学部OG会） 

    ■ ミジンコの観察 （北海道石狩翔陽高等学校生物部） 

    ■ 秋の自然をつかって （石狩市立南線小学校） ほか 


